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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

Glucagon-like peptide 1(GLP-1)はその受容体であるGLP-1レセプターと結合し、膵β

細胞の細胞増殖を促進し、アポトーシスを抑制する。 

本研究では、膵神経内分泌腫瘍(PNETs)denoGLP-1受容体発現の意義について検討した。 

PNETs切除症例50例で免疫組織化学染色にてGLP-1受容体の発現を検討し、臨床病理学的

因子と比較検討した。 

結果として、PNETs切除症例50例中、GLP-1受容体は23例が陽性、27例が陰性であった。

GLP-1受容体陽性症例は、ガストリノーマや非機能性腫瘍に比べ、インスリノーマの頻度

が有意に高かった(p＜0.05)。GLP-1受容体発現とPNETs切除後の予後については、相関を

認めなかったが(p=0.82)、リンパ節や肝転移などの遠隔転移巣の多くが、GLP-1受容体陽

性であった(8/11, 73%)。 

 ゆえに、GLP-1受容体はインスリノーマの診断に有効であり、PNETsの遠隔転移の治療

標的やインスリン過剰産生の制御の標的になる可能性がある。 

 

以上の成績は、この方面の研究に知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文につい

ての試験は、まず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員よ

り専門的な観点から論文内容、及びこれに関連した事項について種々質問を行ったが、いず

れについても適切な回答を得た。 

 よって、調査委員合議の結果、試験は合格と決定した 

 

 

 


